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であります。１戸あたりに配分された全面積が15ha
でありますから，経営規模15haというのは営農を続
けてから面積の増減がないということであります。現
在の１戸あたりの平均面積がだいたい17haですので，
一般の日本の農家に比べれば相当規模が大きいと言え

１．八郎潟干拓と大潟村農業の概要
　（スライド１）まず，八郎潟干拓の目的・背景とい
うところから説明させていただきます。
　最初は申すほどのことでもないのですが，戦後の食
糧不足を解消して，米を国内で自給できるようにする
ということが最大の目的です。
　次のオランダに対する戦争賠償金ということはあま
り一般的に知られていないのですが，かいつまんで申
し上げますと，第二次世界大戦前にはインドネシアが
オランダの植民地でありました。日本の侵攻によって，
そのオランダがインドネシアから追い出されるという
ことになった訳です。そういういきさつがあって，戦
後アメリカが対日講和条約を結ぼうとした時に，日本
に追い出されて被害を受けたと思っているオランダ
は，日本に対して恨みというのでしょうか，そういう
感情を抱いておりまして，アメリカの考えに反対した
わけです。そこでアメリカがオランダを納得させる方
策として，八郎潟の干拓のための技術料という名目で
オランダに実質的な戦争賠償金を払うように日本に働
きかけました。
　そういう背景があって，八郎潟の干拓が実行された
ということであります。干拓工事の開始は1958年であ
りまして，中央干拓地の干陸が1966年，計８年間か
かったということになります。
　（スライド２）これは2013年における大潟村の農家
数と経営規模です。
　経営規模別に見ますと，最も多くを占めているのが
15haの農家で，全体のおよそ半分になっております。
次に多いのが15 ～ 30haで，およそ40％。この両者を
合わせますとほぼ90％ということになるわけでありま
す。あとは15ha未満と30ha以上がそれぞれ５％前後
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ます。
　2013年の農家の合計が510戸でありますが，入植総
農家数が589戸でありましたから，これまでに79戸が
離農したことになります。入植開始してから50年経
過して，90％近くの歩留まりがあるということですか
ら，おそらく日本が行ってきた入植事業の中では最も
成功した例の１つではないかと思います。
　（スライド３）これは2012年における大潟村の作物
別の粗生産額であります。総額が124億円でありまし
て，稲が119億円ですので，実に96％を稲が占めてい
るということであります。稲以外では，単独の作物で
１億円以上の生産額になっているのはダイズのみで，
その他の作物の場合はせいぜい数千万円程度でありま
す。畜産は4000万円くらいですから，健闘していると
言えるかもしれません。
　１戸農家あたりで見ますと2430万円，そのうち米が
2330万円でありますので，いかに米が大きな比重を占
めているかということがおわかりいただけるかと思い
ます。

２．大潟村の稲作の概要
　（スライド４）次は大潟村の稲作技術の推移を見て
みたいと思います。
　第一次入植者が営農を開始したのは1968年でありま
して，この年は「直播栽培を基本とする」ということ
でヘリコプターによる空中散布を行いました。その翌
年の第二次入植者についても同じように直播栽培であ
ります。この時の直播栽培というのは，きちんとした
技術が確立されていないのに，国が無理にやらせたと
いうような感じではないかと思います。その結果は非
常に惨めな状態で，種がまともに発芽してこないとか，
雑草がはびこるということになってしまいました。農
家の場合は生活がかかっておりますから，そういう水
田をそのまま放置する訳にはいかないので，早い時期
に直播栽培をあきらめまして，秋田県全域，あるいは
山形県や青森県などからも苗を急遽運び入れて人力に

より田植えをしたということであります。ですから，
当初は直播栽培でスタートしましたが，実質は直播田
をつぶして手植えしたわけですから，３～４年間は手
植移植の時代が続いたのではないかと思います。
　幸いなことに1971年前後くらいになりますと田植機
が開発されまして，田植機が急速に村内に普及してい
き，機械移植栽培の時代へと移行していったわけです。
機械移植に移ってからも，しばらくの間は栽培法の多
様化は進みませんでした。
　1980年代以降くらいになりますと，米余りが顕著に
なり，さらに貿易の自由化，環境問題，食べ物に対す
る安全性について世間の目が厳しくなった等，そうい
う状況になってまいりました。こういう社会状況下に
なりますと，従来通りのやり方で漫然と稲を栽培した
のでは農家として生き残っていけないということにな
り，種々の工夫を凝らすようになったわけであります。
それが稲の栽培法の多様化を急速に進める結果になり
ました。
　（スライド５）これは1980年以降の大潟村における
稲の栽培法の主だったものをあげたものです。
　まず最初の減農薬・減化学肥料栽培は，その地域の
標準的な栽培法と比較して農薬も化学肥料も半分に抑
えるというものであります。大潟村の場合はこの栽培
法の肥料に肥効調節型肥料を使っています。米価は若
干高いというメリットがあります。
　次の無農薬・無化学肥料栽培は，申すまでもなく，
化学合成農薬と化学肥料は一切使わないので，雑草害
や病虫害のリスクを背負っています。ただし米価は高
いということになります。
　次のアイガモ利用は，アイガモを水田に放し飼いに
した無農薬・無化学肥料栽培ということであります。
ただしアイガモを水田に放しても雑草を防除する効果
はそれほど高いものでもありませんので，無農薬・無
化学肥料栽培に近い除草の手間がかかるようでありま
す。申すまでもなく米価については高くなければ引き
合わないということです。

スライド４スライド３
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　次の苗箱全量施肥栽培は，肥効調節型肥料を育苗箱
に入れるということは減農薬・減化学肥料栽培と同じ
でありますが，農薬と肥料の使用は制限しない栽培法
であります。
　次の側条施肥栽培は，田植機に装着されている施肥
装置，つまり肥料を埋め込んでいく装置を使って苗の
移植と同時に苗の近傍に肥料を入れ込んでいくという
栽培法であります。この栽培法は，苗のすぐ近くに肥
料を集中的に入れますので，稲の初期生育が非常に良
いという長所がございます。
　次の無代かき栽培とは，田んぼの耕起はするが代か
きは省略するというものです。移植栽培の場合，代か
きをしない栽培というのは従来全く考えられもしな
かったことですので，従来の常識を破った栽培法とい
えると思います。そのメリットとしては，代かきに
よって土をかき回すことがないので泥水が発生せず，
水質汚染を防止できるということ，それから土壌の排
水が促進されるといったメリットがあります。
　次の不耕起栽培は，耕起も代かきも両方とも行わな
いという栽培法であり，大潟村の入植農家である山崎
政弘さんという方が中心になって開発した栽培法であ
ります。肥料には，減農薬・減化学肥料栽培や苗箱全
量施肥栽培と同じ肥効調節型肥料を使っています。
　次の直播栽培は，説明するまでもなく，種子を直接
水田にまくというもので，最も省力的な栽培法という
ことになります。
　（スライド６）これは1998年と2016年において各栽
培法がどの程度の割合で大潟村で実施されているのか
を示したものであります。
　減農薬・減化学肥料栽培は，1998年は63％でした
が，2016年は少し減りまして50％前後ということであ
ります。
　無農薬・無化学肥料栽培については，1998年は
6.4％，現在は若干減少しているということのよう
です。
　アイガモ利用については，0.9％からほとんど０％

であるということです。アイガモ利用は無農薬・無化
学肥料栽培以上に手間がかかりますから，特殊な人で
なければ対応ができないということではないかと思い
ます。
　苗箱全量施肥栽培については15％から５％以下とい
うように減少しております。
　側条施肥栽培は13％から40％強ということで，この
増加分はもち米が増えた分であるということのようで
す。農協の営農指導課では「もち米は側条施肥栽培を
するように」と指導しているということを聞きました。
　無代かき栽培は1.6％，不耕起は0.5％と，もともと
低いわけではありますが，これも増えないままである
ということです。
　直播栽培についても0.09％と本当に微々たるもので
すが，これも増えていません。稲作の先進地であるは
ずの大潟村で，これから一番望まれる栽培法と思われ
る直播栽培が少ないのは何故だろうと，一般から見れ
ばちょっと不思議に思うかもしれません。
　（スライド７）次にスライド５・６で述べました８
つの栽培法の中から，主要と思える３つを選びまして，
何故これら３つの栽培法が主要を占めることになった
のかについて，農家の動機といった面から説明したい

スライド６

スライド５ スライド７



4

と思います。
　減農薬・減化学肥料栽培は，肥効調節型肥料を使っ
ているので，田んぼでの追肥作業が不要であるという
ことが大きな動機であります。それに加えて米価がや
や高いということ。この２つの動機によって主要な栽
培法として受け入れられているということです。苗箱
全量施肥も，追肥が不要であることは同じであります
が，米価のプラスアルファがないために，農家から見
れば減農薬・減化学肥料栽培の方が有利であるという
判断になることによると思います。
　次の無農薬・無化学肥料栽培は，米価が高いことが
まず根底にあり，それに加えて無農薬・無化学肥料栽
培を可能とする高性能除草機が大潟村で独自に開発さ
れたということが大きいと思います。
　３番目の側条施肥栽培は，1998年の13％から現在は
40％強へと大幅に増えておりますが，この増加はもち
米栽培の増加によるものであります。もち米は2010年
から加工用米に位置づけられており，転作奨励金に相
当するものが10ａあたり２万円ほど支給されるという
大きなメリットが生じたために，もち米が広く栽培さ
れるようになりました。

３．大潟村の特徴的な稲作技術
（１）雑草防除と無農薬・無化学肥料栽培
　（スライド８）次は大潟村の入植農家が特に苦労し
たことや，大潟村の稲作に特に大きく貢献している技
術について説明いたします。
　農業というのは除草が最も大変であると昔から言わ
れていますように，大潟村の入植農家も雑草には非常
に苦しめられてまいりました。特に入植農家を苦しめ
た雑草は，この写真にありますコウキヤガラでありま
す。コウキヤガラはカヤツリグサ科の植物であります
が，土壌中に塩分が含まれるような地域で繁茂すると
いう特性を持っています。この雑草の生態的な特徴と
して，非常に繁殖力が旺盛だということがあります。
写真に示されているように，前年に形成された直径１

cmぐらいの黒っぽい塊茎がありますが，これが繁殖
源になっています。この繁殖源から芽が伸びて成長し
ていくと，その成長の過程で，地際の少し下あたりか
ら地下茎が伸びていきます。それが地上に現れて，茎
として伸び上がっていきます。このように，親株から
子株へと同じような形態でつぎつぎと増殖を繰り返し
ていくという特徴を持っております。
　1980年代になりますと，コウキヤガラに有効な除草
剤が開発されましたが，それまで，つまり入植を開始
してからしばらくの期間は，コウキヤガラの防除につ
いては全面的に手取りで対処しなければならなかった
ため，大変な労力と金銭的な負担を強いられたという
ことです。
　（スライド９）次に大潟村の無農薬・無化学肥料栽
培について少し詳しく説明してまいりたいと思い
ます。
　農薬を使用しないで稲を栽培するということは，わ
ずかな面積であっても大変な労力を要します。大潟村
については，この表は1998年のデータでありますが，
面積が520ha，取り組んでいる農家が110戸，１戸あ
たりの面積にしますと4.7haということです。実に１
戸あたり4.7haの水田を無農薬でやっているなどとい
うことは，おそらく他から見れば考えられないような
大面積ではないかと思います。
　こうした大規模な無農薬・無化学肥料栽培が可能に
なった理由としては３つあげられます。最大の理由と
しては，先ほども話した大潟村独自の除草機を開発で
きたということ，次に土壌が肥沃であるということ，
それから病害が少ないということ，これらの理由に
よって大潟村の無農薬・無化学肥料栽培が行われてい
るということです。
　（スライド10）大潟村で独自に開発された除草機に
ついて説明します。
　1980年くらいから大潟村では無農薬・無化学肥料栽
培に取り組む農家がぽつぽつ出てきました。当時の除
草対策としては，一般に市販されている歩行型の動力

スライド９スライド８
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除草機に頼りました。ところがこの除草機を買って実
際に使用してみたところ，その除草機に人がついて歩
くのが大変だとわかりまして，１年後には多くの農家
がその除草機の使用をやめてしまうということになっ
てしまいました。大潟村の土壌はいわゆるヘドロ土壌
なので非常に軟弱であるということ，また除草剤が使
えませんので雑草の発生を少しでも抑えるために代か
き作業をより丁寧に行った結果として，柔らかい田ん
ぼがますます柔らかくなってしまったこと，こうした
理由により除草機の後ろについて歩くのが容易ではな
いということになったわけです。
　こういう状態を見て，大潟村農協の機械を担当して
いた谷さんという方が「これではいけない」と思って，
３～４年間非常に苦労され，やっとこのスライドに示
されている除草機を開発いたしまして，大潟村の大き
な問題を解決できたわけであります。
　この除草機のベースになっているのは，ヤンマーの
乗用田植機で，田植え部分を除草機に置き換えました。
この除草機の特徴としましては，まず回転するロー
ターが運転席の前にありますからローターの部分と稲
株の部分の両方を目で追って確認しながら作業できる
ので，稲株を痛めることが少ないということがありま
す。また，この除草機の元になったヤンマーの乗用田
植機は，ハンドルを切ると機械の中央部が折り曲がる
構造になっており，回転する際に小回りがきくので，
能率が良く，しかも苗を踏みつけることも少ないとい
う利点もあります。大潟村の水田１枚1.25haをだいた
い２時間くらいで除草するという高い能力を持ってい
ます。
　この除草機が開発されますと，次から次へと無農薬・
無化学肥料栽培に取り組む農家が続いてきました，そ
のために日本全国から中古のヤンマーの乗用田植機が
集められ，この除草機に改造されていったということ
であります。

（２）肥効調節型肥料
　（スライド11）次に現在でも大潟村農家の70％くら
いが使っているといわれている肥効調節型肥料につい
て説明いたします。このスライドは化学肥料が一般に
使用されるようになってからの移植栽培の施肥体系の
推移です。
　苗を水田に移植する前に水田に散布する基肥と，水
田に苗が移植されてから稲の生育を調節するために使
われる追肥の２つがありまして，この基肥と追肥を組
み合わせるのが標準的な従来の施肥体系であります。
　次の基肥全量施肥というのは，移植前に水田に１回
基肥を使用すれば，後は追肥の必要がないという，肥
料の効き方がコントロールされた肥料を用いる方法で
す。この肥料が肥効調節型肥料といわれるものです
が，この場合はＬＰコートと名付けられたものであり
ます。
　次の苗箱全量施肥は，水田に肥料をまくことはしな
いで，この名前の通り，育苗箱に必要なすべての肥料
を入れ込んでしまうという施肥方法であります。もし
こういったことをしようと思えば，狭い育苗箱に大量
の肥料を入れることになりますから，育苗している期
間は肥料が溶け出さないという性質を持たせなけれ
ば，この栽培法は成り立ちません。その要求に応える
ものとして開発されたものがポリオレフィンという特
殊な合成樹脂であり，これを膜にして肥料を包むよう
にしております。この肥効調節型肥料はＬＰ－Ｓと名
付けられております。
　（スライド12）これは，肥料の溶出のパターンを従
来型肥料，ＬＰコート，ＬＰ－Ｓの３種類について示
したグラフです。
　従来型肥料は，硫安とかカリとかそういったものを
ただ単に粒にしただけのもので，水田にまいて耕起を
することで土壌と混ぜ合わせます。そうしますと，肥
料が一気に土壌に溶出してしまいます。
　一方，ＬＰコートとＬＰ－Ｓは，肥効調節型肥料と
いう名前の通り，溶出がコントロールされたものであ

スライド11スライド10
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ります。ＬＰコートについては田んぼに施用されると
まもなくこのようにずーっと溶け出していきますが，
溶け出し方が比較的緩やかになっています。
　ところが，ＬＰ－Ｓは播種してから移植するまでの
育苗箱の中にある期間（約１か月）はほとんど溶け出
しません。田植えとともに田んぼに持ち込まれますと
徐々に溶け出していくようになっております。ＬＰ－
Ｓの場合はこのようにＳ字のような溶出パターンに
なっていることから，シグモイドタイプと名付けられ
ております。この溶出パターンというのは，都合が良
いことに，稲の生長パターンと全く同じようなかたち
の溶け出し方でありますから，稲にとって非常に都合
が良いものであります。
　（スライド13）ＬＰ－Ｓの利点について説明します。
まず第１に肥料，特に窒素の利用率が高いということ
があります。従来型のものを基肥として使った場合，
利用率はせいぜい30 ～ 40％で，大潟村の場合はもう
少し低いといわれております。ところがＬＰ－Ｓの場
合は70 ～ 80％と２倍以上の高い利用率を示します。
　２番目は経費節減です。利用効率が高いということ
は肥料の量が少なくてすむということですから，その
分費用も少なくなるということになります。また，基
肥を水田に散布しないので，肥料をまくトラクターの
燃料代もいらないということにもなります。
　３番目は労働軽減です。以前，大潟村の農家を対
象にして，「ＬＰ－Ｓを使った場合に何が一番メリッ
トと考えていますか」というアンケートをしたこと
があるのですが，最も多かった回答は，「利用率が高
い」ということよりも，前に述べました「追肥作業が
省略できる」ということでした。考えてみれば，夏の
暑い盛りに肥料を入れて30㎏以上の重さになる動力散
布機を背負ったうえに，エンジンもかかっていますか
らその激しい振動を背中に受けながら，柔らかいヘド
ロの中を，長さ150ｍの田んぼを何回も行ったり来た
りしなければいけない，これは大変な重労働でありま
して，これがＬＰ－Ｓ肥料によって省略できるように

なったということであります。
　４番目として稲の生育の均一化と収量増ということ
があります。従来の肥料の場合，トラクターでまくに
しろ，あるいは人手でまくにしろ，大なり小なり肥料
のまきムラが出るということは避けられません。その
ムラに応じて稲の生育も不均一になるわけでありま
す。ところがＬＰ－Ｓの場合はこの写真（スライド
14）のように育苗箱内に層状にかつ均一に肥料がまか
れていますから，田植えの際には苗とともに水田の中
にムラなく一様に持ち込まれることになるので，水田
全体がそろって生育していることが外見からもはっき
りわかります。次（スライド13）の収量増については，
私が在職中に従来型肥料とＬＰ－Ｓ肥料を使った場合
の収量を，６～７年間にわたって比較したことがあり
ます。その結果，常に10ａあたり10 ～ 20kgくらいは
ＬＰ－Ｓを使った水田の方が収量が多くなっておりま
した。ムラなく生育するという長所は，スライドには
書いておりませんが，品質に対してもたぶんプラスの
影響があるのではないかと思います。

スライド13

スライド14スライド12

従来型肥料

ＬＰコート

ＬＰ-Ｓ
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４．大潟村の稲作における土壌条件
　（スライド15）稲の生育に大きな影響を及ぼす，あ
るいは農作業に大きく影響を及ぼすものとして土壌が
あります。そこで大潟村の土壌の特徴をかたちづけて
いるともいえる，八郎潟の来歴についてお話ししたい
と思います。
　かつての男鹿半島は現在のように陸続きにはなって
おらず，男鹿島として孤立しておりました。そして近
くの米代川や雄物川からの土砂が流れてきて，潮の流
れとか波風によって砂州が形成され，男鹿島とつな
がって海をとり囲むような形になって，八郎潟の原型
ができたわけであります。その後6000年間にわたって
水生の動物なり植物なりの遺骸が，堆積し続けたとい
うことであります。
　（スライド16）八郎潟干拓地土壌の特徴を説明し
ます。
　１番目として粘土含量が高い，つまり粒子の細かい
土壌が多いことがあります。粘土含量が平均で51％に
も達しております。
　２番目は養分の貯蔵性が高い。窒素，リン酸，カリ
ウム，ケイ酸が多いということです。窒素，リン酸に
ついては，先ほど説明しましたように，6000年間にわ
たって水生の動植物の遺骸が積み重なってきたという
ことと深く関わっています。次のカリウムについては，
もともとは海だった場所ですから，粘土鉱物に多量に
かつ安定的に吸着されているということです。ケイ酸
も動植物の遺骸とともに粘土鉱物が堆積し続けたこと
に関係があるとされています。
　３番目の土壌の物理的性質については，湿潤状態で
は非常に軟弱で柔らかく，そして重く粘ってしまうと
いう性質があるために，作業がしづらく，負担がかか
ります。ところが，乾燥しますと，非常に堅い状態，
石のようにコチンコチンになってしまいます。このよ
うに固い状態になりますと，農業において大事な砕土
作業がしづらくなります。このように湿った場合と乾
燥した場合の両方とも農家にとっては大変なうえに，

さらに土壌の排水性が悪いということが重なって，農
家が非常に苦しんだということであります。
　４番目の貝殻層については，八郎潟は海水と淡水が
混じり合ったいわゆる汽水ですけれども，こういう混
じり合った水はシジミ貝の繁殖に非常に適しているた
め，シジミ貝の貝殻層が相当量土壌中に存在していま
す。現在干陸してから既に50年以上も経過しましたが，
今でも土壌中のシジミ貝の存在が目につくことがあり
ます。
　最後は土壌のpHに関することです。日本における
水田の平均的なpHは5.5 ～ 6.0くらいの弱酸性を示す
のが普通ですが，大潟村の土壌の大部分は中性から弱
アルカリ性で，pH7をやや上まわるという性質を持っ
ております。稲という植物は本来弱酸性に適した植物
でありますから，中性から弱アルカリ性という大潟村
の土壌は必ずしも稲の生育には適していないというこ
とがいえるわけです。
　（スライド17）大潟村では，先ほども申し上げた通
り，大規模な無農薬・無化学肥料栽培や減農薬・減化
学肥料栽培が行われています。このことを可能にした
理由として，先ほど高性能除草機の開発をあげました
が，さらにそれ以外の理由の１つ目として土壌の肥沃

スライド16

スライド15 スライド17
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性があります。農家は何のために無農薬・無化学肥料
栽培をやるのかといいますと，収益が大きくなるから
であります。したがって，いくら米価が高いといって
も，米の収穫量が少なければ引き合わないということ
になるわけです。ちなみに大潟村の土壌では，無肥料
で栽培しても収量が10ａあたり400kg以上になるとい
うことで，一般の水田よりも100kg以上多くなります。
　理由の２つ目はイモチ病の発生が少ないことがあり
ます。無農薬・無化学肥料栽培の問題点は病虫害をど
うするかということがあり，稲の場合は特に最大の難
関がイモチ病です。大潟村では，イモチ病の発生が他
地域に比べれば格段に少ないというありがたい特徴が
あります。何故イモチ病の発生が少ないかと申します
と，まず先ほど言いましたように大潟村の土壌にはケ
イ酸が非常に多いので，大潟村の稲はケイ酸を多量に
葉の表面に蓄積しております。これを例えていうと，
葉が鎧のようなものに覆われて守られていて，イモチ
菌が入って来れないということであります。イモチ病
の発生が少ないもう１つの理由としては，大潟村は平
らな土地で，障害物があまりないので，常に風が吹走
していて，仮に朝に葉に結露があったとしても早く乾
いてしまいます。そのためにイモチ菌の胞子が付着し
ていても胞子が発芽しないままですんでしまうという
わけです。
　このように大潟村の無農薬・無化学肥料栽培と減農
薬・減化学肥料栽培が他には見られないような大規模
で行われているのは，こういう土壌条件，風土，さら
に高性能除草機を独自に開発できたという技術面，こ
れらのことが重なって可能になっているということで
あります。

５．大潟村の稲作に関する社会的なできごと
　（スライド18）これまでは主に技術的な面について
お話ししてきましたが，社会的なできごとについても
１つ触れておきたいと思います。
　大潟村では1974年までは稲を10ha作付けしており

ました。ところが1975年の春先になりまして，急遽国
が「稲の作付面積は８haにしなさい」という通達を
してまいりました。ところが農家はすでに10ha分の苗
を準備しておりましたので，国の通達に従わず，10ha
分作付けしたわけであります。それに対して，国が「も
し言うことを聞かなければ農地配分を取り消す」と強
く出てきたわけであります。そのために，過剰分を泣
く泣く青刈りせざるをえなくなったということであり
ます。
　その後も散発的に青刈り問題は発生しております
が，1978年に行政側と農家側の認識の食い違いから，
再度大規模な青刈りが発生したわけであります。この
ようにして，行政側と農家側の相互不信が大きくなっ
てくると，国が「稲作を畑作に転作しなさい」といく
ら言ってきても，それに協力しない農家が年々多く
なっていったわけであります。
　そこで1985年には過剰作付けをしている米，いわゆ
るヤミ米については，「大潟村から一切出さないぞ」
ということを秋田県が決定しまして，干拓地に行く道
路に検問所を設けて封鎖するという強硬な手段をとり
ました。このようにして転作に協力する農家と非協力
の農家が，ことごとく対立していくという不幸が続い
たわけであります。この過剰作付けの頃といいますと，
農家は，まだ農地や農業機械などの国からの借金を返
さなければならなかった時期で，300 ～ 500万円ほど
毎年返していかなければなりません。そういう状態の
中で，無理に転作を進めてしまった農家の中には，結
局，金はかけても収入にならないということで，生活
あるいは営農が立ちゆかなくなり、さらに借金せざる
をえない，という悪循環に陥り，結局は離農せざるを
えない農家が出てきました。何とも気の毒というほか
はありません。
　1990年になりますと，国は「配分面積15haをすべ
て水田として認知する」という方針に転換しました。
どうせ転換するのならば，もっと早い時期にしてくれ
たならば，先ほど申し上げましたような大潟村の農家

スライド18 スライド19
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にとっての悲しいできごとはなかったのではないかと
非常に残念に思われるのであります。

６．大潟村の稲作の今後の課題
　（スライド19）最後に大潟村の稲作の今後の課題に
ついて触れてみたいと思います。
　まず最初の無農薬・無化学肥料栽培については，大
潟村がこの栽培法を全国最大規模でやっているという
ことは世間的にはほとんど知られていません。しかし
この無農薬・無化学肥料栽培米は，一般米に比べれば
その消費量はたしかに微々たるものと思いますが，そ
れでも根強い需要はあるわけです。大潟村の場合は，
この栽培法が気候風土的に向いているということ，ま
た蓄積された技術もあるということですから，無農
薬・無化学肥料栽培をもっと打ち出していってもいい
のではないかと思います。環境保全の面からの評価も
高くなるのではないかと思います。
　２番目は大潟村産米のブランド統一性ということで
す。大潟村産米については，カントリーエレベーター
のほか，米を自主的に販売・集荷している団体がいく
つかあり，それぞれが非常に熱心にやっているという
ことはわかります。しかし大潟村産米が１つのブラン
ドとして世間的に高く評価されるような状態になって
いるかというと，必ずしもそうではないと思います。
先程説明しましたように，過剰作付け問題もありまし
て，大潟村が１つになって何かことを進めていくとい
うのは非常に難しい面はあったと思います。しかし，
現在は第二世代，第三世代と，世代が切り替わってお
りますから，もし大潟村が本当にまとまってことに当
たれば，より高いブランド統一性を実現できるのでは
ないかと思います。
　３番目のもち米については，転作作物相当という取
り扱いになったために，大潟村でもち米の栽培が増え
たということは先ほど申し上げました。しかし，営農
指導課の話によりますと，「国内のもち米の消費量や
需要量というものはもう決まっているので，これ以上
大潟村でもち米の栽培面積を増やすことは事実上難し
いでしょう」という話でした。もち米の栽培面積が多
いというのは，大潟村稲作の前々からの１つの大きな
特徴でありますが，何故大潟村の特徴になっているか
と考えてみますと，それは加工業者側から見れば「大
潟村からは品質のそろったものを大量に買い取ること

ができる」ということにあるのではないかと思います。
ですから，生産農家にとっても加工業者にとってもも
ち米の栽培は非常にメリットがあると言えます。現在
は収量増になるような営農指導をしていると聞きまし
たが，むしろ収量を増やすよりはもち米の品質をより
高めていくようにして，加工業者の信頼をさらに高め
ていくという方向も大事ではないかと思います。
　それから４番目は直播栽培です。日本の稲作という
ものは伝統的に移植栽培を中心に発達してまいりまし
た。最近になって国や県の農業研究機関が総力を挙げ
て直播栽培技術の確立に向けて取り組んでおります。
その甲斐あって，以前に比べれば全国的にも直播栽培
の面積は確実に広がってまいりました。ところが大潟
村の直播栽培についてみますと，先ほども述べました
ように0.09％という実にわずかな面積にすぎません。
稲というものは土地利用型作物の代表ともいえるもの
ですので，園芸作物のように手の込んだやり方で，し
かも移植するというのは，やはり本来のものではなく
不自然な栽培方法ではないかと思います。ですから，
これからの方向性としては，時期がいつかはわかりま
せんが，確実に直播栽培に移行していくと思います。
しかしながら，大潟村における直播栽培を考えてみま
すと，土壌のところで申し上げましたように，重粘土
壌で排水性が悪く，土壌のpHも稲の成長に必ずしも
好ましくありません。またこのお話の中では省略しま
したが，農業用水の水質の問題もあるようです。大潟
村は水温とか日照とかいう点ではわりと恵まれており
ますが，今申し上げたマイナスの面もまた同時に抱え
ておりますので，今後本格的に直播栽培に移行しよう
とする時に，大潟村は遅れてしまうのではないかとい
う心配を，個人的にはしております。
　５番目として生産調整の問題もあります。平成30年，
つまり来年からですが，生産調整に国が関与しなくな
ります。ですから生産者，農協等が自主的・計画的に
作付面積を規制していかなければどうにもならなくな
ります。場合によっては，水田面積が無軌道に増えて
いく心配がないわけではありません。もし生産調整が
うまくいかなければ，米価が下落して，稲作に大きく
依存している大潟村の農家は他地域の農家以上に痛手
を受けることになるからであります。
　これをもちまして話を終わらせていただきます。


